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音声対話システムによるユーザが許容できないパラ言語情報での応答による破綻により、ユーザの対

話継続欲求が下がる問題が存在する。本研究では、このような破綻の問題の解決を目指す。これまで

に多様なユーザ発話とシステム応答の快不快状態に着目し、システム応答に対する許容範囲の存在を

確認した。本稿では、ユーザ発話の快不快状態によって許容されるシステム応答の傾向が異なること

を示し、許容されるシステム応答を出力可能にするための快不快状態に基づく許容評価モデルについ

て述べる。 
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